
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

36,941,419平均値 60.6 59.1 68.9 68.0 70.0平均値 43.0 43.9 52.4 52.6 54.2
当該値 60.4 61.0 67.2 64.1 50.5

H28 H24 H25
当該値 18,180,383 18,385,533当該値 57.2 56.3 72.3 59.9 48.9

H26 H27 H28

〇これまで地域医療を提供してきたが、過疎、高
齢化による人口減少、医師不足による診療科の減
少により収益が悪化、重ねて病院施設の老朽化に
よる改築が問題となり、将来的に健全運営は困難
との判断から平成28年度末にて民間へ有償譲渡と
なった。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27
18,213,433 19,573,217 2,844,983

「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 33,688,486 34,462,126 34,878,088 36,094,355

全体総括

平均値 19.6 19.0 17.9 17.9 17.4平均値 64.7 65.0 67.5 67.5 69.5
8.6当該値 61.3 55.7 58.3 60.6 69.7

平均値 23,061

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 8,338 8,603 8,471 8,736 8,79724,371 24,882
当該値 9.2 9.9当該値 6,015 6,478 7,254 7,105 6,75526,231 25,759

2. 老朽化の状況について

〇①有形固定資産減価償却率については昭和51年
度建設の病院施設を始めとする、建物の老朽化が
著しく、高い傾向となっている。
〇②機械備品減価償却率については平成26年度の
会計制度見直しにる償却資産の増加もあり高い傾
向となっている。
〇③1床あたり有形固定資産にいては、資金不足
により設備投資が困難であり、低い水準となって
いる。
〇以上の状況により老朽化が著しい病院施設の改
築が急務であるものの資金不足である。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28 H24 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

23,475 23,857
9.6 9.7

66.6 66.8

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

99.5 91.2 94.9 101.2 107.2 平均値83.2 82.5 79.7 79.6 77.9 平均値

当該値 23,637 24,363 24,302

74.5 60.6
平均値 98.1 97.7 98.5 98.0 98.4 平均値

90.6 90.7 70.1 当該値 86.5 87.089.3 87.6 75.2 当該値 69.6 62.5
69.2 68.6 67.4

当該値 103.0 105.1 101.3 99.2 88.9 当該値 92.9 95.5

Ⅱ 分析欄
1. 経営の健全性・効率性について

〇患者数は入院、外来共に以前より過疎、高齢化
による人口減少、医師不足による診療科の減少に
より減少傾向にあり、また入院の平均在院日数の
増加から平成28年度より看護配置を13対1から採
算性の悪い15対1へ変更した事が収益の更なる悪
化へとつながった。
〇平成28年度は収益(①経常収支比率、②医業収
支比率④病床利用率⑤入院患者1人1日当たり収益
⑥外来患者1人1日当たり収益)は減少した。
〇これに呼応し⑦職員給与費対医業収益比率は増
加しており、⑧患者数減により材料費対医業収益
比率は低下するなど経営の効率性は悪化してい
る。
〇③累積欠損金比率については、平成26年度の会
計制度見直しにより増加したが、平成28年度末に
民間への有償譲渡により減少している。
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Ⅰ 地域において担っている役割
1. 経営の健全性・効率性 〇救急告示、急性期病院として地域医療を担って

きたが、過疎、高齢化による人口減少、医師不足
による診療科の減少に伴い患者数が減少し平成28
年度末にて閉院となった。

6,836 2,906 第２種該当 １５：１ 46 -

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 7 対象 ド 訓 救 輪 - - 60

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 50床以上～100床未満 自治体職員 60

経営比較分析表（平成28年度決算）
佐賀県大町町　町立病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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④病床利用率(％)
【74.2】
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③累積欠損金比率(％)
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①経常収支比率(％)
【98.4】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【50.7】
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②機械備品減価償却率(％)
【65.7】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【44,050,160】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.1】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【55.2】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【13,758】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【49,667】


